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昨
年
に
続
き

今
年
も
豊
作

ー
。

三
類
米
地
域

格
上
げ

ー
。

一
 

等
米
続
出
ー
。

今
年
の
秋

は
水
稲
農

家

に
と
っ

て
三
重
の
喜
び
 

が
、
 
一
昨
年
ま
で

の
五
年
連
続

冷
夏

冷
害
を

打
ち

消
す
か

の
よ
 

う
に

こ
だ

ま
し

て
い

ま
し

た
。
 

汗
の

結
晶
が

豊
作
 

収
穫
の
秋
。

り
ん
ご
を
除
い
 
続
き
大
豊

作
と
な
り
ま
し
た
。
 

た
農
作
物
は
全
般
に
豊
作
と
言
 
町
の

基
幹
作
目
で
あ
る
水
稲

わ
れ
る
今
年
、
水
稲
も
昨
年
に
 
の
豊

作
は
、
町
全
体
を
活
気
立
 

三類米の初検査 

り
叩
 

‘
 

ー
ィ
 

ー
I
'
 
‘
鱈
舎
，
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一
 

区 分 59年度 比率％ 0
.
9
在

柳
現
 

比率％ 

】 	等 140，麗4 89.3 79,046 95.9 

2 	等 15,590 9.9 3,405 4.1 

3 	等 667 0.4 36 0.0 

その他 加7 0.4 

引・ 157,088 100.0 82,487 ］凹シ立 

た
せ
る
要
因
と
な
り
、
栽
培
農

家
は
も
と
よ
り
商
業
な
ど
を
営

む
方
に
も
吉
報
と
な
り
ま
す
。
 

健
苗
づ
く
り
か
ら
始
ま
り
、
 

苗
代
の
温
度
管
理
、
田
植
え
後

の
水
管
理
、
追
肥
作
業
、
さ
ら

に
イ
ネ
ミ
ズ
ゾ
ウ
ム
シ
な
ど
の

病
害
虫
か
ら
の
予
防
対
策
、
 一

日

一
回
り
運
動
、
徳
首
分
化
期

ま
で
の
中
干
し
、
そ
し
て
表
層

追
肥
、
適
期
刈
取
り
な
ど
な
ど

関
係
機
関
か
ら
色
々
指
導
さ
れ

て
来
ま
し
た
が
、
作
業
を
す
る
 

連
続
豊
作
が
確
定
し
た
今
年

の
水
稲
は
、
品
質
面
で
も
粒
形

や
光
沢
も
十
分
で
死
に
米
混
入

が
少
い
な
ど
か
ら
一
等
米
が
続

出
。
九
口
現
在
の
一
等
米
比
率

は
、
調
整
も
良
好
と
あ
っ
て
群
 

を
抜
き
、
過
去
最
高
の
九
五
、
 

‘ー
ー
 

 
ー
ー
 

ー
 

ー

ー
 

九
％
で
今
年
度
限
度
数
量
米
一
 

ー
・
、

ー
ー

ー

ー
ー

ー
ー
 

、
．万
九
、
三
一
六
俵
の
う
ち
八
 
 の

は
農
家
の
人
に
変
わ
り
な
く
、
 

や
は
り
永
年
の
経
験
と
知
識
が
、
 

か
な
り
の
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
、
 

豊
作
に
結
び
付
け
ま
し
た
。
 

水
稲
農
家
は
誰
で
も
我
が
家

白
慢
の
新
米
を
口
に
す
る
と
き

一
年
問
の
苦
労
が

一
番
思
い
起

こ
さ
れ
、
味
も
格
別
と
．H
わ
れ

ま
す
。
 

力
二
、
四
八
七
俵
の
出
荷
数
量

を
数
え
て
い
ま
す
。
 

長
雨
に
よ
る
刈
り
遅
れ
が
心

配
さ
れ
た
も
の
の
適
期
刈
り
取

り
を
果
し
、
文
句
な
し
の
三
類

米
と
な
り
、
関
係
者
も
ほ
っ
と

一
息
と
言
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
 

数
年
米
、
良
質
米
生
産
が
叫

ぱ
れ
、
三
類
米
地
域
格
上
げ
を
 
 

勘
 

量
 

数
 

り
 

男
 

級
 

等
 

目
標
に
掲
げ
て
来
ま
し
た
が
、
 

実
現
し
た
今
後
は
、
販
売
環
境

が
厳
し
く
な
る
と
さ
れ
、
良
質

米
安
定
生
産
の
実
践
に
心
掛
け
、
 

評
価
を
落
さ
な
い
こ
と
が
重
要

と
な
り
ま
す
。
 

今
年
度
産
米
の
等
級
別
総
数

量
は
、
今
月
下
旬
に
は
判
明
し

ま
す
が
、
 一
等
米
比
率
が
今
か

ら
気
が
か
り
で
な
り
ま
せ
ん
。
 

敏誉奪こザ議‘罵描 
rーーみーしー,血j奮い 

コンバインでの収穫（喜艮市） 

良
質
米
安
定
生
産
を
刀
 



鱗 
累ミ西 

（単位千円） 

驚驚業費 
、'I・4%）、、 

軽自動車税 
7.881千円 
(1.6%) 

木材取引税 
1,475千円 
(0.2%) 

固定資産税 
225,3巧千円 

(44 一 296 

509,821千円

町税の内訳 

aJ192 易乳 
(37.8%) 

町税収入未済額27,678,414円 

（千円） 

	  849 ,643 
国庫支出金 484 ,182 

299 ,696 保 険 税 

繰 入 金 30 ,000 
療養給付費交付金一17,015 
そ の 他 	侶,750 

歳出 	  842,186 
保険給付金 	 547,793 
老人保健拠出金一 253,554 
総 務 費 	36,232 
うち人件費 	20,822 
共同事業拠出金14,114 
保健施設費 	327 
そ の 他 	 166 

入
 

入
 

歳
 

国庫支出金ーー-90,030 
県支出金 	22,739 
繰 入 金ー一-22.319 
繰 越 金一ーー 13,846 
諸 収 入 457 

歳出 	  462,082 
440,484 医療給付費 

医療費支給費 6,094 
907 審査支払手数料 

還 付 金 14,551 
出 金 繰 46 

（千円） 

歳入 	  466.591 
支払基金交付金ー 317,200 

~沼和60年10)手号（第234' .;・） 
	

金木だ よ り 2  

『健切＆叩町づ《凹』隠  

30億3,130万円を投入 
昭和59年度一般会計決算まとまる。 

国民健康保険特別会計 老人保健特別会計 



税
貯
蓄
組
合
報
償
金
が
八
百
L
 
老
人
福
祉
事
務
組
合
負
担
金
が

十
万
四
千
円
。
選
挙
啓
発
費
が
一
六
百
七
十
一
万
四
千
円
o
金
木
 

九
月
十
二
日
招
集
さ
れ
た

第
百
十
三
回
金
木
町
議
会
定

例
会
で
、
昭
和
五
十
九
年
度

一
般
会
計歳
入
歳
出
決
算
が

町
監
査
委
員
の
意
見
書
と
共

に
議
会
の
認
定
に
付
さ
れ
、
 

同
ニ
十
日
万
場
一
致
で
認
定

さ
れ
ま
し
た
。
 

ま
た
、
今
議
会
で
は
、
三

特
別
会
計
の
決
算
も
認
定
さ

れ
た
ほ
か
、
昭
和
六
十
年
度

一
般
会計
を
五
千
四
百
四
十

四
万
円
を
追
加
す
る
補
正
予

算
も
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
 

今
回
は
、
決
算
の
大
網
を

紹
介
し
ま
す
。
 
 

金
木
だ
よ
り
編
集
費
用
が
百
一

万
七
千
円
。
行
政
協
力
委
員
研

修
費
百
八
十
ニ
万
四
千
円
。
清

掃
委
託
料
が
四
百
九
十
一
万
一

千
円
。
町
長
車
購
入
費
三
百
五

十
九
万
一
千
円
。交
通
安
全
対

策
費
が
六
百
二
万
七
千
円
。
納
 
 四

十
万
九
千
円
。
津
軽
北
部
消

防
事
務
組
合
負
担
金
が
一
億
ん
 

r
二
百
五
十
七
万
四
千
円
。
 

街
灯
新
設
及
び
修
理
費
が
二
百

七
十
四
万
九
千
円
。
津
軽
北
部
 
 老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
新
築
工
事

費
二
千
百
四
十
万
円
。
各
保
育

所
給
食
材
料
が
一
千
六
百
五十

二
万
三
千
円
。
結
核
、
子
宮
が

ん
、
胃
が
ん
検
診
委
託
料
が
六

百
五
十
八
万
三
千
円
。
酉
北
五

衛
生
処
理
組
合
負
担
金
が
三
干

二
十
六
万
三
千
円
。
金
木
病
院

負
担
金
が
一
億
六
千
．．戸
H
L十

六
万
三
干
円
。
 

白
四
十
八
万
七
千
円
。
転
作
中

核
集
団
育
成
対
策
費
が
四
百
三

十
万
円
。
林
道
嘉
瀬
線
開
設
工

事
費
が
三
千
六
十
五
万
円
。
農

村
総
合
整
備
計
画
作
成
費
が
三

百
し
十
一
万
八
千
円
。
 

水道事業会計 

（千円） 
収益 	  20?, 098 
営業収益 	 108,916 
うち給水収益一 96,引9 

営業外収益 	98,182 
うち他会計補助金-86,767 

費用 	  198,532 
営業費用 	 119,294 
うち人件費一23,114 
うち減価償却費一47,828 

営業外費用 	79,238 
うち支払利息一79,238 

経営利益 	  8,566 
当年度未処理欠損金・・・ 70.954 

固定資産会計 	 744,573 

給水原価  	309. 76"m' 
年間総有収水量 	 582.521ポ 

千
四
百
じ
ト
二
万
八
F
円
。
 

（単位千円） 

性質別内訳 

区 	 分 決算額 構成比 

1，人 件 	費 812,730 26.8 

2．物 件 	費 199,088 6.6 

3 ．維 	持 修 繕 費 44,923 L5 

4．扶 	助 的 経 費 75,043 2.5 

5．補 助 的 経 費 556,150 18.3 

刃
J
沢
 

一部事務組合負担金 194,213 6.4 

そ 	の 	他 361,937 11.9 

6. 公 	債 	費 304,179 10.0 

内訳 

元
 
利
 
償
 
還
 
金
 

304,042 10.0 

一時借入金利子 137 0.0 

7. 積 	立 	金 30,858 1.0 

8. 投資、出資、貸付金 19,780 0.7 

9. 繰 22,358 0.7 

10. 投 資 	的 経 	費 966,192 31.9 

内 訳 

補 助 事 業 費 430,613 14.2 

単 独 事 業 費 497,239 16.4 

県
 
営
 
事
 
業
 
費
 

6,800 0.2 

災 害 復 旧 費 31,540 

農
道
拡
幅
用
地
代
が
四
百
万
円

去
雀
野
地
区
ほ
場
整
備
事
業
が
 

．百
五
十
万
円
。
県
営
か
ん
が

い
排
水
事
業
費
六
百
十
二
万
一
一

千
円
。
水
稲
育
苗
ビ
ニ
ー
ル
ハ

ウ
ス
設
蹴
補
助
が
三
百
十
一
万

一
千円
。
災
害
農
業
経
営
維
持

資
金
利
子
補
給
が
一
千
六
百
五

十
四
万
五
千
円
。牧
場
業
務
委

託
料
が
四
百
十
万
九
千
円
。
転

作
特
定
作
物
振
興
対
策
費
が
五
 
 道

路
台
帳
整
備
委
託
料
が
一
千

九
百
万
円
。
町
道
舗
装
新
設
工

事
費
二
千
四
百
六
十
八
万
七
千

円
。
側
溝
整
備
工
ポ
費
四
千
八

十
六
万
七
千
円
。
一
番橋
工
事

費

一
千
九
百
六十
五
万
円
。
新

喜
良
市
線
特
改
四
種
工
事
費
一
一
 
 

金
中
新
築
工
事
費
が
二
億
一
千

三
百
七
十
一
万
円
。
同
用
地
購

入
費
が
一
億
四
千
六
百
三
十
八

万
円
。
体
育
施
設
費
が
一
億
一

千
三
百
万
八
千
円
。
 

▽
災
害
復
旧
費
I
三
千
百
五

十
四
万
円
。
▽
長
期
債
償
還
金

忙
一
億
三
千
四
十
四
万
一
干
円
。
 

同
償
還
利
子
廿
一
億七
千
三
百

六
十
万
円
。
▽
財
政
調
整
基
金

積
立
廿
三
千
八
十
五
万
八
千
円
。
 



ト

津
軽
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
 
旧
凄
良市
泣
薩
跡
地
で
繰
業
 

企
業
誘
致
運
動
を
進
め
て
い
た
当
町
に
、
 

新
し
く
“津
軽
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
株
式
会
社
『
 

の
進
出
が
決
ま
り
、
さ
る
＋
月
十
ニ
日
、
 

役
場
会
議
室
で
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

金
木
町
に
は
、
こ
れ
ま
で
昭

和
五
十
年
に
池
田
繊
維
株
式
会

社
、
昭
和
五
十
六
年
に
リ
バ

ー
 

金
木
工
場
が
そ
れ
ぞ
れ
誘
致
企

業
と
し
て
操
業
し
て
お
り
、
今

回
の
津
軽
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
株
式

会
社
で
三
つ
の
企
業
が
誘
致
さ

れ
ま
し
た
。
 

調
印
式
は
、
古
川
町
長
の
ほ

か
、
野
宮
議
長
や
企
業
誘
致
促

進
特
別
委
員
ら
関
係
者
二
十
人

が
出
席
。席
上
占
川
町
長
が
「企

業
誘
致
運
動
が
実
現
で
き
て
う

れ
し
い
、
今
後
末
長
く
町
に
根

を
お
ろ
し
た
企
業
に
発
展
す
る

よ
っ
祈
り
ま
す
。」
と
あ
いさ
つ
。
 

続
い
て
津
軽
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を

代
表
し
て
鈴
木
和
雄
代
表
取
締

役
が
 
「町
の
発
展
に
少
し
で
も

貢
献
で
き
る
よ
う
地
域
社
会
へ

密
着
し
た
人
の
和
と
地
元
へ
の

協
力
を
第
一
に
考
え
事
業
を
進

め
て
い
き
た
い
。
今
後
と
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。」
と
所

信
を
述
べ
ま
し
た
。
 

こ
の
あ
と
調
印
に
移
り
、
古

川
町
長
と
鈴
木
代
表
取
締
役
が

そ
れ
ぞ
れ
協
定
書
に
記
名
捺
印

し
、
固
い
握
手
を
交
わ
し
ま
し

た
。
 
 

町
で
は
、
今
年
三
月
の
定
例
 

議
会
で
、
企
業
誘
致
促
進
特
別

委
員
会

（
吉田
米
逸
委
員
長
）
 

を
設
置
し
た
ほ
か
、
町
内
に
新

た
に
工
場
を
設
置
し
た
も
の
で

そ
の
設
備
投
資
が
三
千
万
円
以

上
、
五
十
人
以
上
の
従
業
員
を

常
事
雇
用
す
る
企
業
に
つ
い
て

固
定
資
産
税
相
当
額
を
助
成
す

る
な
ど
を
折
り
込
ん
だ
。
“金
木

町
工
場
設
置
奨
励
条
例
一
を
制

定
し
、
企
業
誘
致
運
動
を
進
め

て
来
ま
し
た
が
、
今
回
の
会
社

は
、
条
例
制
定
後
第
一
号
の
誘

致
企
業
に
な
る
見
込
み
で
す
。
 
 

津
軽
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
株
式
会

社
は
、
岐
阜
県
に
本
社
を
持
つ

株
式
会
社
ス
ズ
キ
の
分
身
で
、
 

五
所
川
原
市
に
も
“
青
森
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
株
式
会
社
一
と
し
て

進
出
し
て
お
り
、
今
回
、
旧
喜

良
市
中
学
校
の
跡
地
に
、
来
月

十
日
、
工
場
建
築
を
着
工
す
る

予
定
で
す
。
 

昭
和
六
十
一
年
三
月
に
は
、
 

婦
人
服
の
縫
製
加
工
企
業
と
し

て
、
今
年
度
八
十
名
、
来
年
度

六
十
名
の
雇
用
人
員
が
見
込
ま

れ
、
年
商
三
億
円
を
目
標
に
操

業
さ
れ
ま
す
。
 

株
式
会
社
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町に3番目の誘致企業  
61年3月に 
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（
 
 
、
 

昭
和
五
十
一
年
か
ら
進
め
ら

れ
て
い
た
金
木
地
区
県
営
ほ
場

整
備
事
業
が
、
こ
の
ほ
ど
竣
工

し
、
さ
る
九
月
十
八
日
、
中
央

公
民
館
で
関
係
者
ら
約
二
百
五

十
人
が
集
り
完
工
記
念
式
典
を

開
き
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。
 

こ
の
整
備
事
業
は
、
金
木
北

部
、
中
部
、
南
部
地
区

に
分
け

ら
れ
、
昭
和
五
十
一
年

か
ら
小

田
川
土
地
改
良
区
が
主
管
と
な

っ
て
次
々
と
着
工
に
こ
ぎ
つ
け
、
 

一
、
】
一五
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
水
 

選
挙
は
常
に
公
正
に
、
確
実

に
、
迅
速
に
を
要
求
さ
れ
、
全

国
の
都
道
府
県
及
び
市
町
村
に

選
挙
管
理
委
貝
会
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
 

選
挙
管
理
委
員
の
行
う
主
な

仕
事
を
例
示
す
る
と
、
①
選
挙

の
期
日
を
決
め
る
こ
と
②
選
挙

人
名
簿
を
作
る
こ
と
③
候
補
者

の
届
出
か
ら
当
選
人
が
決
ま
る

ま
で
の
全
て
に
関
す
る
こ
と
④

明
る
い
選
挙
が
行
わ
れ
る
よ
う
 
 

田
を
九
十
五
億
三
千

八
百
万
円
を
投
ヒ
、
 

十
年
の
歳
月
を
要
し

て
完
工
し
た
も
の
で

す
。
 

式
典
を
前
に
金
木

中
部
地
区

の
国
道
三

三
九
号
線
沿
い
で
は
 

原
田
一
実
小
田
川
土
地
改
良
区

理
事
長
ら
関
係
者
約
五
十
人
が

参
列
し
て
、
完
工
を
祝
っ
て
建

立
し
た
ク
古
里
の
水
美
し
く
農

興
す

4
と
刻
さ
れ
た
記
念
碑
を
 

常
に
啓
発
運
動
を
推
進
し
、
住

民
の
政
治
意
識
を
高
揚
す
る
こ

と
。
に
大
別
さ
れ
ま
す
。
 

選
挙
が
行
わ
れ
る
時
以
外
は

皆
さ
ん
と
接
す
る
機
会
の
少

い

事
務
局
で
す
が
、
毎
年
永
久
選

挙
人
名
簿
や
農
業
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
を
行
っ
て

い
ま
す
の
で
、
決
め
ら
れ
た
期

間
に
名
簿
を
ご
覧
に
な
リ
自
分

の
名
前
を
確
認
す
る
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。
 
 

神
事
と
共
に
除
幕
。
念
願
達
成

の
喜
び
を
黒
御
影
石
に
託
し
ま

し
た
。
 

記
念
碑
の
裏
面
に
は
、
県
営

ほ
場
整
備
の
経
緯
が
事
蹟
と
し
 

管
理
職
の
 

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
 

選
挙
管
理
委
員
会
小
務
局
長

土
岐
 
伊
久
雄
⑩
 
 

て
鮮
明
に
印
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

式
典
は
、
原
田
理
事
長
が
ぶ
元

成
し
た
美
田
は
、
共
同
の
成
果

で
あ
る
と
と
も
に
、
共
同
の
礎

で
あ
り
、
新
し

い
農
業
が
永
遠

に
培
わ
れ
る
こ
と
タ
敷
い
ま
「
き

と
式
辞
を
述
べ
、
経
過
報
告
が

な
さ
れ
た
あ
と
、山
内
県
農
林
部

次
長
や
古
川
町
長
が
 
「整
備
さ

れ
た
ほ
場
で
の
、
生
産
性
向
上

に
よ
る
農
業
の
発
展
を
期
待
し

ま
す
い
と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
 

こ
の
あ
と
、
祝
宴
が
設
け
ら

れ
、
参
加
者
は
＋
年
間
に
わ
た

る
工
事
の
完
成
と
農
業
の
基
盤

整
備
進
展
を
喜
び
合
い
ま
し
た
。
 

遂
に
五
十
才
代
に
突
入
ー
。
 

私
の
一
言
ー
男
女
満
二
十
オ
に

な
る
と
公
法

（
公
職
選
挙
法

）
 

で
も
民
法
で
も
商
法
で
も
刑
法

で
も
「

一
人
前
の
人
格
者
」
と

し
て
扱
わ
れ
、
あ
ら
ゆ
る
権
利

が
与
え
ら
れ
る
と
同
時
に
、
義

務
も
背
負
わ
さ
れ
る
こ
と
に
な

リ
ま
す
。
 

選
挙
に
よ
る
代
表
者
の
選
出

は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
の
施

策
に
と
リ
入
れ
る
方
法
と
し
て

蚊
も
重
要
な

こ
と
で
あ
リ
，
住

み
良
い
社
会
を
つ
く
る
た
め
に

あ
な
た
の
一
票
に
寄
せ
ら
れ
る

期
待
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
 

●

く
ば
の
し
ごと
  ⑥
 

選
挙
管

理
委
員

会
事
務

局
 

良 
し、 
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h 嘉 
11 	’、 r 	れ 
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金中 9 年 	町 

横野文人 

n, 声 
、．;.． 	き わ 
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祭請 優系に 

良
く
選
び
 

決
め
た
ら
す
ぐ
に
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紳
阿
 

考

ご
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投
票
を
 

也
  



町内のお年寄りをー同に会して、さる9月21日、金
木町敬老大会、が中央公民館で催され、80オ以上の長
寿者夫婦など5組、4フ名を顕彰し、長寿を祝いました。 

長寿を祝い 

	E,u丁苛蓬薙警 

町
が
主
催
す

る
今
年
の
大
会
 

は
、
昨
年
を
L
 

回
る
四
百
五
十

人
の
お
年
寄
リ

が
参
加
。
古
川
！

町
長
が
 
「町
の

‘
 

発
展
に
ご
尽
力

さ
れ
た
こ
と
に

刈
し
心
か
ら
敬

一

意
を
表
し
ま
す
ぷ

こ
れ
か
ら
も
、
 
一

町
の
父
と
し
て

‘
 

母
と
し
て
見
守
っ
て
い
た
だ
き

た
い
い
と
あ
い

さ
つ
を
述
べ
ま

し
た
。
 

こ
の
あ
と
、
早
速
顕
彰
状
の

伝
達
に
移
り
、
最
長
寿
の
西
村

ふ
よ
さ
ん

（
9
5才
）
や
男
子
最
 

長
寿
の
佐
野
洪
さ
ん
（
9
3才
）
 

ら
に
顕
彰
状
と
記
念
品
が
古
川

町
長
か
ら
手
渡
さ
れ
、
米
資
の

原
田

一
実
県
議
や
花
田

一
社
会

福
祉
協
議
会
長
ら
の
祝
辞
を
受

け
ま
し
た
。
 

古川町長から顕彰を受ける長寿者 

喜
良
市
小
六

年
 

お
母
さ
ん
も
、
お
父
さ
ん
と
 

い
っ
し
ょ
に
出
か
せ
ぎ
に
行
っ
 

て
し
ま
っ
た
の
で
、
私
と
弟
の
 

め
ん
ど
う
を
み
て
く
れ
て
い
る
 

の
が
お
ば
あ
さ
ん
の
役
目
で
す
。
 

お
ば
あ
さ
ん
は
、
朝
、
 一
番
 

早
く
起
き
て
、
ご
は
ん
を
た
い
 

た
り
、
お
か
ず
を
作
っ
た
リ
。
 

日
曜
日
も
休
む
ひ
ま
も
な
く
、
 

ガ
ラ
ス
を
み
が
い
た
り
、
部
屋
 

を
そ
う
じ
し
た
り
、
洗
た
く
を
 

あ
さ

ん
 

古
 

川
 
美
 
穂
 

し
た
リ
、
ま
た
、
ご
は
ん
を
食

べ
た
後
の
ち
ゃ
わ
ん
を
洗
っ
た

リ
、
げ
ん
か
ん
を
は
い
た
リ
、
 

と
て
も
大
変
で
す
。
 

あ
ま
り
い
そ
が
し
そ
う
な
の

で
、
私
が
「
手
伝
っ
て
け
る
が
」
 

と
言
っ
て
手
伝
い
を
す
る
と
、
 

「
へ
ば
、
助
か
る
な
あ
い
と
言

い
ま
す
。
私
は
家
に
い
て
家
の

中
の
こ
と
を
や
る
人
も
大
変
な

ん
だ
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。
 

家
の
仕
事
ば
か
リ
で
は
あ
リ

ま
せ
ん
。
私
が
、
時
々
，
ス
キ
 

ー
部
の
練
習
で
お
そ
く
な
る
と
、
 

お
ば
あ
さ
ん
は
心
配
し

て
首
を

長
く
し
て
待
っ
て
い
ま
す
。
 

「
今
日
は
、
お
そ
い
な
あ
い

家
に
帰
る
と
、
そ
う
言

い
ま
す
。
 

そ
ん
な
こ
と
ま
で
、
心
の
中
で
 
 

心
配
し
て
く
れ
て
い
る
の
だ
と

思
い
ま
す
。
 

「
お
母
さ
ん
達
、
早
く
こ
な

い
か
な
あ
い
と
い
つ
も
言
い
ま

す
。
お
ば
あ
さ
ん
は
、
私
達
の

め
ん
ど
う
を
み
き
れ
な

い
か
ら

だ
と
思
い
ま
す
。
弟
と
私
が
け

ん
か
を
す
る
と
「
な
し
て
い
つ

も
け
ん
か
ば
れ
す
る
じ
や
い
と

お
こ
リ
ま
す
。
弟
が
ふ
ざ
け
て
 

「う
ん
こ
、
し
ょ
ん
べ
」
な
ど

と
、
き
た
な

い
こ
と
を
言
う
と
 

「な
ん
ぽ
き
た
ね
ば
な
い
と
お

こ
っ
て
首
い
ま
す
。
 

だ
か
ら
私
だ
け
で
も
き
た
な

い
こ
と
を
甘
わ
な
い
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
時
々
、
お
ば
あ
さ

ん
は
「
休
み
だ
ば
、
す
ぎ
で
ね

な
い
と
言

い
ま
す
。
 
「
休
み
だ

ば
け
ん
か
ば
か
り
し
て
ま
ね
も

の
い
と
言
う
の
で
、
私
は
、
け

ん
か
す
れ
ば
お
ば
あ
さ
ん
が
こ

ま
る
の
で
、
け
ん
か
を
し
な
い

よ
う
に
し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
。
で
も
、
な
ぜ
か
弟
と
ま
た

け
ん
か
し
て
、
お
ば
あ
さ
ん
を

お
こ
ら
せ
て
し
ま
う
の
で
す
。
 

私
は
、
こ
う
し
て

い
つ
も
弟

と
け
ん
か
ば
か
り
し
て
い
る
と

今
ま
で
よ
リ
も
お
ば
あ
さ
ん
を

い
そ
が
し
く
し
て
し
ま
う
の
で
、
 

や
ら
な
い
よ
う
に
、
も
っ
と
気

を
つ
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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(10月 1 日） 

長寿者番付 
曾な回 

東 西 

西村ふよ（95）林 町 批僚
・
夫
 関
 
小

一則
 
同
 
同
 
同
口
回
 同
周
回
一
 
同
 
同
国
回
 
同
 
同
 
同
 
同

綱
 
関
 
脇
 
結
 
頭
一

一
二
一
四
 
五

」
ハ
 
七
一
八
 
九
 十
 
土
 
＋
ニ
 
十
三
 
十四
 
十五
 

大僑っね（95）新富町 

浅木似知（94）美晴町 佐野 	洪（93）本町 

黒滝善之助（93）蒔 田 古川 とみ（92）上柏木 

鳴海 男治 (92）田 町 花田 きね（92）湯の川 

高橋常作（91）寺町 中谷 みの（91）林下 

新岡 たけ（91) 」州町 泉谷豊次郎（91) 湯の川 

前田 	タョ（90）神 原 山谷 き〈 (90）湯の川 

土岐志よ（90）畑 中 棟方 さな（90）車町 

演田 きせ（90）上昭欄 津田 孫市（90）下驚河 

太田 助七（89）若松'if' 

白川 ふよ（89）向 道 

黒川 ふに（89）後 町 

今 	とめ（89）上柏木 

葛西 きな（89）神明町 須崎リせ（89）下鏡部I 

浅利 ふで（89）女 坂 4督 たき（89）下派立 

其田 さわ（88）女 坂 小山内タョ（88）朝日町 

岡田健三郎（88）野崎 角田 サト（88）朝日町 

漬田 さき（88）下派立 桑田初五郎（88）下 町 

今 	謙光 (88）上柏木 葛西っよ（88）更生締 

関本〈リ（88）湯の川 新岡っな（88）浦町 

米谷 ゆわ（昭）林町 中西 タカ（88）若松町 

残
留
孤
児
作
る

と
こ
ろ
で
あ
っ
 

た
な
あ
。
ワ
ラ
、
 

シ
六
人
サ
、
係
，
 

十
ニ
人
居
る
ば

ッ
テ
、
あ
の
時

あ
っ
ち
に
居
れ

ま
 
。
 

山
サ
、
山
菜
、
 

や
き
の
こ
採
リ

に
行
く
の
が

一

番
の
楽
し
み
で

第

一
の
健
康
法

だ
ォ
ン
。
 

〇〇番、第 1ゲート通過ク 

お
母
さ
ん
 

み
ん
な
の
た
め
に
 

き
れ
い
な
一
票
 

「
 

・
 
子
 

,

J，
 
紀
 

鳳
じ
シ
ー

年
由
 

ー
軌
鮒
 

そ
の
一
票
が
 

す
べ
て
を
決
め
る
 

正
し
い
選
挙
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良
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町
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良
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な
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た
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票
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年
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自
分
の
意
志
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つ
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ろ
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る
い
 

金
木
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F
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【
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1
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剣
山
 

選
ぶ
人
 

選
ば

れ
る
人
 

清

い
人
 

美
 

“
糾
一
 

金
木
町
 
町
づ

く
リ
 

き
れ
い
な
選
挙
で
 
そ
れ

は
き
れ
い
な
 

良
い
町
に
 
選

挙
か
ら
 

角
伊
 「鳥
一
轟
 

理
 

ー
 
【
 
苗
 紳

日
 

エ
 
酬
日
 

鎌
田
 
稲
辰
さ
ん
（

8
1歳
）
 

明
治
3
7年
9
月
8
日
生

住
所
 
嘉
瀬
新
堤
町
 

〇
 
嘉
瀬
で

達
者
な
方
を
探

・

し
て
居
た
ら
、

こ
の
人
以
外
に

な
い
と
言
わ
れ
た
の
が
鎌
田
さ

ん
で
し
た
。
鎌
田
さ
ん
は
、
一
」
 

存
じ
吉
幾
三
さ
ん
の
お
じ
さ
ん

に
当
る
声
自
慢
の
巻
。
 

◇
 
若
い

頃
か
ら
歌
（
民
謡
）
 

ッ
コ
好
ギ
デ
今
で
も
や
っ
て
ラ

ォ
ン
。
お
ハ
コ
は
ジ
ョ
ン
ガ
ラ

・

節
と
ド
ダ
レ
パ
チ
で
老
人
ク
ラ

ブ
の
演
芸
会
あ
る
ト
ギ
指
導
っ
．
 

テ
ヘ
バ
オ
ガ
・
ン
バテ
が
ん
ば
っ
 
 

て
シ
タ
ジ
ャ
。
オ
ラ
の
オ
ヤ
ジ
 

（
善
之
助
）
も
歌
ッ

コ
好
き
デ
 

“嘉
瀬
の
桃
ク
の
師
匠
で
あ
っ
た

人
だ
ォ
ン
。
オ
ラ
ダ
ジ
兄
弟
、
 

小
さ
い
時
か
ら
天
幕
張
っ
た
サ

ジ
ギ
組
ま
れ
た
所
で
歌
っ
た
も

ん
だ
。
オ
ラ
の
弟

（
稲
一
さ
ん
 

ー
吉
幾
三
さ
ん
の
父
）
だ
き
ゃ

民
謡
の
県
大
会
で
三
回
優
勝
し

た
こ
と
有
る
。
善
人

（
吉
幾
三

さ
ん
）
も
小
さ
い
頃
か
ら

こ
の

影
響
受
け
ダ
ン
ダ
ベ
ナ
ァ
ー
。
 

思
い
出
？
ン
ダ
ナ
ァ

ー
…
、
 

昭
和
十
六
年
の
雪
解
け
の
頃
、
 

満
州
サ
移
民
地
視
察
に
行
っ
た
 

事
あ
っ
て
、
そ
の
時
、

こ
っ
ち

の
冬
よ
り
厳
し
く
て
体
を
気
付

か
っ
て
移
民
を
や
め
ダ

こ
と
あ

る
。
考
え
で
見
れ
ば
、
中
国
サ
 

〇
 
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
の
審
判

員
も
や
る
と
い
う
鎌
田
さ
ん
は

近
く
の
薬
師
神
社
で
練
習
す
る

そ
う
で
、
極
め
て
達
者
で
す
。
 



今
月
の
星
座
 

十
一
月
中
旬
、
午
後
 

九
時
ご
ろ
頭
の
真
上
 

に
見
え
ま
す
。
 

ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
座
 

踊▲ ”、 
小児科の小野寺先生 

どうぞよろしくク 

”、、 

あ
な
た
の
善
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
 

金
木
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
 

（
松
江
千
代
寿
会
長
廿
会
貝

五
〇
名
）
で
、
藤
枝
ー
湯
の

川
の
町
道
沿
道

に
街
路
水
銀

灯
四
基
を
寄
附
し
て
く
れ
ま

し
た
。
 

同
ク
ラ
ブ
は
“
友
愛
と
本

仕
の
精
神
4
に
徹
し
、
今
ま

で
に
も
多
く
の
寄
附
を
頂

い

て
い
ま
す
。
 

‘
」
 
 

英
治

文
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繁
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金
義

一
雄

賢
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義
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嘉
 

金
 

部
 
金

次
 

鈴 徳 中 阿

樹 田 西 部 

文 カ・サ 金

古 ヤ ョ 次 
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良 良 

木 田 木 瀬 市 瀬 市 倉枝 
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「
 

。
 

はじめまして 
あずさちゃん 

8 月27日生まれ 

体重 3,lOOg 

嘉 瀬 

鳴海信一さんの長女 

は
じ
め
ま
し
て
。
 

十
月
一
日
か
ら
金
木
病
院
小

児
科
を
担
当
し
て
い
る
小
野
寺

典
夫
四
で
す
。
 

紙
面
を
お
借
り
し
て
自
己
紹

介
、
抱
負
及
び
P
R
を
述
べ
ま

す
。
 

出
身
は
、
岩
手
県

一
関
市
。
 

旧
伊
達
藩
で
す
の
で
伊
達
男
と

い
う
こ
と
に
な
リ
ま
す
。
 

地
元
の
高
校
を
経
て
、
弘
前

大
学
医
学
部
を
卒
業
後
、
小
児

科
学
、
特
に
小
児
血
液
学
を
専

攻
し
て
お
り
ま
す
。
 

趣
味
は
、
音
楽

（
下
手
な
カ

ラ
オ
ケ
、
バ
イ
オ
リ
ン
等

）
や

旅
行
な
ど
で
す
が
、
三
十
才
に

近
づ
く
に
つ
れ
、
体
力
の
衰
え

を
身
に
し
み
て
感
じ
、
ジ
ョ
ギ

ン
グ
で
も
し
な
け
れ
ば

い
け
な

い
と
思
っ
て
い
る
昨
今
で
す
。
 

家
に
帰
れ
ば
美
人
り
の
妻
と
 

ー
オ
の
男
児
が
お
り
、
優
し

い

パ
パ
で
も
あ
り
ま
す
。
妻
も
子

供
も
ま
だ
金
木
の
町
に
友
達
が

居
り
ま
せ
ん
の
で
、
冬
を
楽
し

く
過
ご
せ
る
様
な
仲
間
を
現
在

募
集
中
で
す
。
 

さ
て
、
当
院
の
小
児
科
で
す

が
、
二
年
前
に
常
勤
と
な
っ
て
 
 

か
ら
飛
躍
的
に
思
者
さ
ん
の
数

が
増
加
し
、
さ
ら
に
乳
児
検
診

や
予
防
接
種
と
、
大
忙
し
の
毎

日
で
す
。
 

し
か
し
、
何
時
間
も
待
た
さ

れ
て
短
時
間
の
診
察
で
終
っ
て
 

し
ま
う
外
来
診

一
 

療
一
つ
を
と
っ

て
み
て
も
、
多

く
の
問
題
点
を

含
ん
で
お
リ
ま

す
。
 

今
後
、
皆
さ

ん
の
意
見
、
希

望
等
を
考
慮
し

な
が
ら
診
療
シ

ス
テ
ム
を
少
し
 
 

ず
つ
改
善
し
て
ゆ
き
、
院
内
の

診
療
だ
け
で
な
く
、
地
城
の
小

児
保
健
に
貢
献
で
き
る
様
な
態

勢
を
整
え
て
行
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
 

最
後
に
、
何
分
微
力
で
あ
り

ま
す
が
、
当
地
方
の
小
児
の
た

め
に
努
力
す
る
所
存
で
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
 

戸
籍

の
窓
 

お
め
で
と
う
 

鳴
海
あ
ず
さ

泉
谷
 
汐
里

竹
内
 
理
敏

白
川
 
雄
大

中
谷
 
壮
志

川
中
 

覚

三
上
 
月
絵

田
中
 
孝
章

竹
内
 
F
敬

伊
丸
岡
 
品
 

山
崎
 
友
也

（
好
隆
）
金
 
木
 

封
馬
 
綾
子

（
純
一
）
金
 
木
 

横
山
み
ず
ほ

（
和
幸
）
金
 
木
 

お
し
あ
わ
せ
に
 

舞
ま
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武
久
 
喜
良
市

治
郎
 
東
北
町
 

米
塚
 
弘
敏
 
保
雄
 
金
 
木

山
田
 
順
子
 
栄
吉
 
八
戸
市

今
井
 
欣
哉
 
実
 
平
賀

町

伊
藤
 
尚
子
 
行
雄
 
嘉
 
瀬

葛
西
 
光
昭
（長
次
郎
）
尾
上町

古
田
 
哲
子
（
意智
男
）
蒔
 
田

工
藤
 

潤

（
繁
美）
川
 
倉

一
戸
 
順
子（
五三
郎
）
五
所市

佐
々
木
康
導

（
法導
）
金
 
木

其
田
 
昌
子
（
美代
治
）
五
所市

今
 

常
一

（
常
男）
嘉
 
瀬

田
中
 
栄
子

（
盛義
）
中
里
町
 

お

く
や
み
 

下
山
 
ち

中
谷
 

政
 

伊
丸
岡
藤
四
郎
 

鳴
海
 
ミ
ョ
ス
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